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【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/18     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月9日(2012.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】油性ボールペン用インク組成物
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性ボールペン用のインク組成物に関し、より具体的には３００～３，００
０ｍＰａ・ｓの低粘度で滑らかな筆感を有し、低温でも筆記可能で安定性に優れ、かつイ
ンク漏れのない油性ボールペン用インク組成物およびそのインク組成物を用いた油性ボー
ルペンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の油性ボールペン用のインクは、その粘度が１０，０００～２５，０００ｍＰａ・
ｓ程度と高粘度であった。このようにインク粘度が高いことから、従来の油性ボールペン
は筆感が重く、また、インク粘度が高いほど外部温度によるインクの物理的な性質、即ち
粘度の変化が激しいことから、例えば寒い環境では筆記時にインクが円滑に流れない問題
があった。
【０００３】
　このような高粘度の油性ボールペン用インクの問題を改善するため、低分子量樹脂と高
分子量樹脂とを併用してインク粘度の調整が行われている。しかしながら、低分子量樹脂
を使用すると、インクの漏れや高速筆記時の線切れといった問題点が発生する。
【０００４】
　そのため、優れた筆感を有しながらインク漏れや高速筆記時の線切れのない、低粘度の
油性ボールペン用インクへの要求があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の目的は、低粘度で滑らかな筆感を有し、低温でも筆記可能で安定
性に優れ、インク漏れのない油性ボールペン用インク組成物を提供することである。また
、本発明の別の目的はそのインク組成物を用いた油性ボールペンを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明者らは、上記の目的を達成するために鋭意検討を重ねた結果、下記のような油性
ボールペン用インク組成物とすることにより、上記問題を解決できるとの知見を得て、本
発明を完成するに至った。
【０００７】
　本発明による油性ボールペンインク組成物は、
　（ｉ）着色剤と、
　（ｉｉ）ＰＶＢ樹脂およびＰＶＰ樹脂を含有するバインダー樹脂と、
　（ｉｉｉ）高沸点の主溶剤および低沸点の補助溶剤からなる溶剤と、
を含んでなり、インクの粘度が３００～３，０００ｍＰａ・ｓであることを特徴とするも
のである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明による油性ボールペンインク組成物は、３００～３０００ｍＰａ・ｓの低粘度で
軽くて滑らかな筆感を有し、外部の温度変化（高くなったり、低くなったり）によるイン
ク流れの変化がほぼなく、筆記安定性が高く、特に低温でも筆記が可能であり、使用され
るチップの材質や構造によってもインクの漏れが生じない。特に、蒸気圧の低い溶剤を主
溶剤として使用し、インク内の溶剤の揮発を減少させインクの固化や変質による品質の低
下を防止することができ、バインダー樹脂として低分子量の樹脂を完全に排除し、高分子
量の樹脂２種のみを混合して粘度調節を行い、および低粘度インクによるインクの漏れを
防ぎ、高速筆記時の線切れを防止できる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明においては、バインダー樹脂は、分子量が１５，０００～３５，０００であるＰ
ＶＢ（ポリビニルブチラール）樹脂と、分子量が２０，０００～８０，０００であるＰＶ
Ｐ（ポリビニルピロリドン）樹脂とを混合して使用する。ＰＶＢ樹脂はインクに粘性を与
える役割をし、好ましい含有量は３～４重量％である。３重量％未満ではインクの粘度が
低くなってインク漏れが生じ、４重量％を超えると粘度の上昇によって筆感が悪くなり、
インクの長期的な保存安定性（筆記具の保存性）が悪くなる問題がある。
【００１０】
　ＰＶＰ樹脂はインクに粘り気を与え、筆記時の線切れを防ぐ役割をし、好ましい含有量
は０．５～１重量％である。０．５重量％未満では、高い温度でインクがボールペンから
漏れることがあり、１重量％を超えると、筆記具の保存性が悪くなる。
【００１１】
　このように、本発明においては、ＰＶＢ樹脂とＰＶＰ樹脂とを混合して使用することに
より、低粘度（従来インクの１／１０～１／２０）であってもインク組成物のインク漏れ
を防止し、滑らかな筆感と筆記時の線切れを補完する効果が得られる。
【００１２】
　本発明のインク組成物において、溶剤は５５～８０重量％含まれ、主溶剤と補助溶剤と
を混合して使用する。
【００１３】
　主溶剤としては、高沸点（１９０℃以上）の特性を持つもので、例えばフェノキシエタ
ノール（２４４℃）、ベンジルアルコール（２０５℃）、エチレングリコール（１９７℃
）、ジエチレングリコール（２２４℃）、１，３－ブタンジオール（２０７℃）、へキシ
レングリコール（１９７℃）、ジエチレングリコールモノメチルエーテル（１９４℃）、
ジプロピレングリコールモノメチルエーテル（１９０℃）、トリプロピレングリコールモ
ノメチルエーテル（２４３℃）、またはこれらの混合物を使用することができる。主溶剤
は、着色剤およびバインダー樹脂の溶解性が高く、温度の高い地域や条件下であっても、
インク内の溶剤の乾燥を防止し、インクの安定性を維持する作用を有する。主溶剤の含有
量は４５～６１．５重量％であるのが好ましい。４５重量％未満ではボールペン内のイン
クが気化され固化して粘度が維持されず、筆記具の保存性が悪くなり、６１．５重量％を
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超えるとボールペン使用時にインク漏れが生じる。
【００１４】
　補助溶剤としては、低沸点（１００～１３０℃）の特性を持つもの、例えばプロピレン
グリコールモノメチルエーテル（１２０℃）、プロピレングリコールモノエチルエーテル
（１３２℃）、プロピレングリコールモノプロピルエーテル、またはこれらの混合物を使
用することができる。補助溶剤は、相対的に主溶剤より常温で素早く乾燥される特性を持
ち、筆記後のインク乾燥の遅延性を改善し、ボールペンのチップ先でも主溶剤より素早く
乾燥されインクの漏れを防止する役割をする。補助溶剤は１０～１５重量％使用されるの
が好ましい。１０重量％未満ではインクの乾燥性が悪くなりボールペン使用時に汚れが生
じ、１５重量％を超えると筆記具の保存性が悪くなる。
【００１５】
　インク組成物において、主溶剤として低沸点（蒸気圧の高い）溶剤を使用する場合、相
対的に高い温度の地域や条件下では、インク内の溶剤の乾燥が、インクチューブの裏およ
びインクチューブ（ＰＰ）の通気性によっても生じ、その結果、インクの安定性に深刻な
悪影響（インクの固体化および変質の発生）を及ぼす。本発明においては、主溶剤として
高沸点の溶剤を使用し、このような問題点を解決することができる。また、本発明のイン
ク組成物においては、低沸点の補助溶剤を併用することにより、一般的なポールペンで生
じる筆記後のインク乾燥の遅延性を改善し、チップ先でも補助溶剤が主溶剤より素早く乾
燥されインクの漏れを改善し、筆記後の乾燥時間を短くし、筆記線による汚れを防止する
ことができる。
【００１６】
　本発明のインク組成物に使用される着色剤は、染料または顔料、またはこれらの混合物
であってよい。
【００１７】
　染料としては、一般的に、染料インク組成物に用いられる直接染料、酸性染料、塩基性
染料、媒染染料および酸性媒染染料、酒精溶性（ｓｐｉｒｉｔ）染料、アゾ染料、硫化染
料および硫化建染（ｖａｔ）染料、建染染料、分散染料、油溶性染料、食用染料、金属複
合染染料、または通常の顔料インク組成物に用いられる無機または有機顔料を使用するこ
とができる。インクの添加量はインク組成物に対して２０～３０重量％である。
【００１８】
　本発明において、顔料は、通常のボールペンインク組成物用の無機または有機顔料を用
いることができる。
【００１９】
　顔料は、使用有機溶剤に対して低い溶解性を持つものが好ましく、分散後の平均粒子の
大きさは３０～７００ｎｍが好ましい。添加顔料の量は必要に応じ、全体インク組成物に
対して５～１０重量％使用することができる。顔料は、単独または２種以上を配合して使
用することができる。必要に応じて、無機顔料を使用したり、染料または分散剤を分散安
定性に悪影響を及ぼさない程度の量で添加することができる。分散剤としては、スチレン
、アクリル酸、アクリル酸エステル、メタクリル酸、メタクリル酸エステル、アクリルニ
トリルおよびオレフィン系モノマーを重合して得られる樹脂エマルジョン、インク内で膨
潤して不定形となる中空樹脂エマルジョン、そして着色剤としてエマルジョン自身を着色
して得られる着色樹脂粒子からなる有機多色顔料などが挙げられる。顔料の添加量は、イ
ンク組成物に対して５～１０重量％である。
【００２０】
　本発明のインク組成物には、必要に応じて、防錆剤、防黴剤、界面活性剤、円滑剤、イ
ンク漏れ防止剤または湿潤剤など、インクに悪影響を及ぼさず相溶することができる物質
を添加物として添加してもよい。特に、ポリオキシエチレンアルキルエーテルは円滑剤と
して好適である。ジベンジリエンソルビトール類はインクの漏れ防止剤として最適である
。これら添加剤は、インク組成物中に１～３重量％含まれる。
【実施例】
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【００２１】
　以下、本発明の実施例を記載するが、下記の実施例は本発明の好ましい実施例であり、
本発明は実施例により限定されるものではない。
【００２２】
インク組成物の調製
　表１に表示された実施例１～４および比較例１～６の組成に従い、撹拌機で撹拌してイ
ンク組成物を得る。具体的には、溶剤を秤量した後にバインダー樹脂および界面活性剤を
添加し、７０～７５℃で４時間溶解した後、染料を秤量して添加し、７０～７５℃で１５
時間以上溶解した後、顕微鏡で検査して合格（不溶分がなければ）であれば顔料を添加し
て３時間以上分散（５０℃以下を維持）させ、その後、顕微鏡検査で合格（不溶分がなく
、インク内の顔料がよく分散されている）であれば、インク組成物の調製を完了とする。
【００２３】
品質評価方法および基準
　上記のように調製したインク組成物をボールペン（プラスチック管や金属管および金属
チップを使用）に充填した後、試験を行う。
【００２４】
　筆感：
　消費者の水準で、手書き時の滑らかな状態および筆圧に対する応答で相対比較を行う。
軽い筆感を◎、普通の筆感を○、重い筆感を△で示す。
【００２５】
　筆記保存性、インク漏れおよび高速筆記時の線切れ：
　高温高湿（５０℃、８０％および６０℃、８０％）の条件下でボールペンを上、平、下
の方向に４ヶ月以上を放置し、１５日毎にインクの変質およびインク漏れ状態（チップ先
）を手書きおよび機械（荷重２００ｇ／筆角７０±５度／筆記速度８ｍ／ｍｉｎ）筆記検
査を行う。保存性に優れインクの漏れが少ない場合は◎、普通の場合は○、不良の場合は
△で示す。また、高速筆記時の線切れは、機械筆記検査の結果で確認することができ、線
切れがなければ◎、一部あれば○、多くあれば△で示す。
【００２６】
　筆記の乾燥性：
　紙上に筆記してから５～１０秒後に線を擦り、線のにじみや汚れ状態を比較する。線の
にじみと汚れが少ない場合は◎、普通の場合は○、不良の場合は△で示す。
【００２７】
　インクの溜り：筆記保存性評価と同じ条件で、筆記初期時から終期（０～１０００ｍｍ
以上）までチップ先に発生するインクの溜りの数で判断する。
【００２８】
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【表１】

【００２９】
　実施例１～４では、粘度が１，０００～２，０００ｍＰａ・ｓ程度で、筆感や乾燥性、
筆記保存性に優れ、筆記時にインクの溜りが生じず、インクのリークと高速筆記時の線切
れが防止された。
【００３０】
　比較例１では、粘度が１２，０００～１５，０００ｍＰａ・ｓ程度で従来のインクと類
似し、安定性が劣り、その他に筆感や乾燥性、インクの溜り、リーク性も悪く、比較例２
および３も比較例１と類似する。比較例４の粘度は２，０００ｍＰａ・ｓの低粘度である
が、補助溶剤の未使用により乾燥性、インクの溜り、リーク性が悪く、また、比較例５の
粘度は２，０００ｍＰａ・ｓの低粘度であるが、補助溶剤の量が多くて筆記保存性能が悪
い。また、比較例６の粘度は１２，０００ｍＰａ・ｓで、粘度が高くて安定性が悪く、主
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溶剤の未使用により安定性が一層悪い。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）着色剤を２５～４０重量％と、
　（ｉｉ）ＰＶＢ樹脂およびＰＶＰ樹脂を含有するバインダー樹脂を３．５～５重量％と
、
　（ｉｉｉ）高沸点の主溶剤を４５～６１．５重量％と、
　（ｉｖ）低沸点の補助溶剤を１０～１５重量％と、
を含んでなることを特徴とする油性ボールペン用インク組成物。
【請求項２】
　前記バインダー樹脂のうち、前記ＰＶＢ樹脂が３～４重量％含まれ、前記ＰＶＰ樹脂が
０．５～１重量％含まれる、請求項１に記載の油性ボールペン用インク組成物。
【請求項３】
　前記主溶剤が、フェノキシエタノール、ベンジルアルコール、エチレングリコール、ジ
エチレングリコール、１，３－ブタンジオール、へキシレングリコール、ジエチレングリ
コールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリプロピレ
ングリコールモノメチルエーテル、またはこれらの混合物であり、前記補助溶剤が、プロ
ピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロ
ピレングリコールモノプロピルエーテル、またはこれらの混合物である、請求項１または
２に記載の油性ボールペン用インク組成物。
【請求項４】
　防錆剤、防黴剤、界面活性剤、円滑剤または湿潤剤で構成される群から選択される１種
以上の添加剤が、前記インク組成物１００重量％に対し１～３重量％さらに含まれてなる
、請求項１ないし３のいずれか一項に記載の油性ボールペン用インク組成物。
【請求項５】
　前記円滑剤として、ポリオキシエチレンアルキルエーテルが含まれてなる、請求項４に
記載の油性ボールペン用インク組成物。
【請求項６】
　インク粘度が３００～３，０００ｍＰａ・ｓである、請求項１ないし５のいずれか一項
に記載の油性ボールペン用インク組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のインク組成物が充填された油性ボールペン。
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